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１
．
財
務
状
況

　

第
11
期
上
期
（
平
成
24
年
９
月
〜
25
年
２

月
）
の
Ｄ
Ｆ
プ
ラ
ス
Ｄ
Ｆ
Ｍ
の
収
支
内
訳

は
、
収
入
が
５
，
８
２
１
万
円
、
支
出
が

５
，
９
９
３
万
円
で
差
し
引
き
経
常
利
益
は

１
７
２
万
円
の
赤
字
と
な
っ
た
。
収
入
は
昨

年
同
期
と
比
べ
全
く
同
じ
で
あ
る
。

　

内
訳
で
は
、
年
会
費
、
勉
強
会
会
費
、
ア

カ
デ
ミ
ー
事
業
部
の
売
上
が
昨
年
と
ほ
ぼ
同

じ
で
、
企
業
支
援
事
業
部
の
７
０
０
万
円
の

売
上
減
を
サ
ー
チ
事
業
部
の
売
上
増
で
カ

バ
ー
し
た
形
と
な
っ
て
い
る
。
サ
ー
チ
の
売

上
の
う
ち
８
０
０
万
円
程
度
が
成
功
報
酬
で

増
加
し
て
お
り
、
成
功
報
酬
の
読
み
が
売
上

計
画
策
定
上
難
し
い
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

企
業
支
援
部
が
支
援
し
て
い
る
企
業
数
は

30
社
で
、
数
と
し
て
増
減
は
な
い
が
大
口
の

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
企
業
が
な
く
な
っ
た
こ
と
が

影
響
し
て
い
る
。

　

前
期
の
同
期
間
経
常
利
益
は
３
７
８
万
円

の
黒
字
だ
っ
た
の
で
、
差
し
引
き
５
０
０
万

円
余
り
の
差
が
出
て
い
る
。
一
番
大
き
な
要

因
は
会
員
へ
の
支
払
い
が
約
３
６
０
万
円
増

え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
増
加
し
た
支
出
額

の
65
％
に
相
当
す
る
。
会
員
へ
の
還
元
を
増

や
す
こ
と
は
一
つ
の
大
き
な
方
針
で
あ
る
の

で
、
そ
の
意
味
で
は
予
定
通
り
と
い
え
る
。

　

人
件
費
は
、
会
員
皆
さ
ま
の
満
足
度
を
向

上
さ
せ
る
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
お

手
伝
い
す
る
人
を
増
や
し
た
こ
と
に
よ
る
増

加
で
あ
り
、
こ
れ
も
必
要
な
経
費
と
考
え
て

い
る
。
家
賃
は
１
０
０
万
円
ほ
ど
減
っ
て
い

る
。
大
き
い
の
は
勉
強
会
の
費
用
で
、
前
回

の
総
会
を
昨
年
10
月
10
日
に
開
催
し
た
が
、

10
周
年
記
念
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
会
費
を
無

料
に
し
た
こ
と
に
よ
り
約
１
４
０
万
円
増
加

し
て
い
る
。

２
．
会
員
の
活
動
状
況

　

こ
の
状
況
調
査
の
期
間
は
昨
年
１
月
か
ら

12
月
の
１
年
間
で
、
本
年
２
月
末
の
実
働
会

員
数
５
３
１
名
を
基
準
に
活
動
参
加
状
況
を

調
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
、
な
ん
ら
か
の
活
動
に
参
加

い
た
だ
い
た
会
員
は
４
６
７
名
で
参
加
率
が

88
％
で
あ
る
こ
と
。
12
％
程
度
の
方
が
全
く

参
加
さ
れ
て
い
な
い
。
前
回
は
89
％
な
の
で

ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

　

勉
強
会
出
席
は
70
名
ほ
ど
減
っ
て
参
加
率

は
60
％
と
な
っ
て
い
る
。
大
き
く
変
っ
て
い

る
の
は
企
業
支
援
で
、
１
０
０
人
程
度
参
加

者
が
増
加
し
て
い
る
。
同
好
会
も
若
干
減

少
し
て
い
る
も
の
の
大
き
な
差
で
は
な
い
。

同
好
会
世
話
役
、
事
務
局
の
方
々
が
骨
身

惜
し
ま
ず
お
世
話
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

ご
努
力
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　

会
員
の
活
動
参
加
が
活
発
に
な
り
、
今

後
１
０
０
％
に
近
づ
く
こ
と
を
願
っ
て
い

る
。

３
．
月
例
講
演
・
交
流
会

　

こ
れ
ま
で「
勉
強
会
」と
称
し
て
き
た
が
、

名
称
と
し
て
「
講
演
会
」
が
ふ
さ
わ
し
い

の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
あ
り
、
今
後

は
講
演
・
交
流
会
と
呼
ぶ
よ
う
に
す
る
。

　

昨
年
の
10
月
10
日
の
総
会
時
の
講
演
・

交
流
会
は
１
５
０
名
の
会
員
に
出
席
し
て

い
た
だ
い
た
が
、
そ
の
後
１
０
０
名
前
後

で
推
移
し
て
い
る
。
講
演
・
交
流
会
の
採

算
ラ
イ
ン
は
１
４
０
名
程
度
の
参
加
な
の

で
、
出
席
者
数
の
低
迷
を
改
善
す
る
べ
く
、

皆
さ
ん
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
募
集
を
す
る
の

で
、
講
演
・
交
流
会
並
び
に
活
動
参
画
に

つ
い
て
建
設
的
な
ご
意
見
を
反
映
さ
せ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

　

運
営
企
画
委
員
会
の
皆
さ
ん
の
お
蔭
で

４
月
か
ら
12
月
の
講
演
・
交
流
会
開
催
予

定
日
と
講
師
の
先
生
が
す
で
に
決
ま
っ
て

い
る
。
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
あ
ら
か
じ
め

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
入
れ
、
積
極
的
に
参
加

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

　

と
り
わ
け
次
回
総
会
は
10
月
15
日
に
決
定

し
て
い
る
の
で
、
是
非
今
か
ら
予
定
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

４
．
会
員
の
推
移

　

２
０
０
８
年
か
ら
の
会
員
数
は
、
な
か

な
か
増
加
し
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

２
０
１
０
年
に
５
８
５
人
に
達
し
た
が
、
本

年
３
月
現
在
で
は
５
２
８
人
と
い
う
現
状
で

あ
る
。

　

今
期
は
入
会
、
退
会
の
バ
ラ
ン
ス
を
改
善

し
た
い
と
考
え
、
今
年
の
２
月
に
会
員
増
強

月
間
を
設
け
、
会
員
皆
様
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
て
い
る
。

　

会
員
年
齢
の
推
移
を
今
期
の
上
期
で
み
る

と
、
入
会
さ
れ
た
方
の
平
均
年
齢
は
65
・
６

歳
、
退
会
さ
れ
た
方
は
70
・
１
歳
、
そ
し
て

現
在
の
会
員
平
均
年
齢
は
68
・
４
歳
と
な
っ

て
い
る
。

　

前
半
の
４
カ
月
で
新
規
入
会
の
会
員
が
30

人
で
、
２
月
８
日
に
会
員
増
強
月
間
設
定
を

ア
ナ
ウ
ン
ス
し
て
か
ら
３
〜
４
月
の
２
カ
月

で
30
人
の
入
会
が
決
ま
っ
て
い
る
。
会
員
皆

さ
ま
お
一
人
お
ひ
と
り
の
会
員
増
強
に
向
け

た
ご
協
力
の
成
果
と
考
え
て
い
る
。

５
．
運
営
の
仕
組
み
と
組
織

　

運
営
の
仕
組
み
は
大
き
く
は
変
っ
て
い
な

い
が
、
一
般
社
団
法
人
デ
ィ
レ
ク
ト
フ
オ
ー

ス
と
株
式
会
社
Ｄ
Ｆ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
間
に

Ｄ
Ｆ
運
営
企
画
委
員
会
を
置
い
て
Ｄ
Ｆ
の
活

動
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

３
月
か
ら
組
織
の
変
更
が
あ
り
、
Ｄ
Ｆ
の

方
で
は
坪
井
さ
ん
に
代
り
事
務
局
長
に
守
屋

さ
ん
が
就
任
、
浅
野
さ
ん
を
中
心
に
第
２
次

運
営
企
画
委
員
会
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い

る
。

　

事
業
部
で
は
ア
カ
デ
ミ
ー
事
業
部
長
が
守

屋
さ
ん
か
ら
高
野
さ
ん
に
変
っ
て
い
る
。

　

坪
井
さ
ん
に
は
今
ま
で
ど
お
り
、
Ｄ
Ｆ
の

副
代
表
と
Ｄ
Ｆ
Ｍ
の
取
締
役
を
お
願
い
し
て

い
る
。

６
．
11
期
収
支
見
通
し

　

11
期
の
見
通
し
と
し
て
Ｄ
Ｆ
と
Ｄ
Ｆ
Ｍ

併
せ
て
収
入
１
１
、０
６
７
万
円
、
支
出

１
１
、０
４
７
万
円
で
経
常
利
益
20
万
円
の

黒
字
を
め
ざ
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
昨
年
同

期
は
40
万
円
で
あ
っ
た
。

　

売
上
の
ウ
エ
イ
ト
が
一
番
大
き
い
企
業
支

援
事
業
部
の
上
期
の
売
上
ウ
エ
イ
ト
が
全
体

の
48
％
だ
っ
た
の
を
下
期
49
％
に
引
き
上
げ

る
計
画
な
の
で
大
変
で
あ
る
が
、
ア
カ
デ

ミ
ー
事
業
部
、
サ
ー
チ
事
業
部
が
上
期
実
績

で
す
で
に
年
間
計
画
の
５
割
を
超
え
て
い
る

の
で
何
と
か
こ
の
線
に
沿
っ
て
進
め
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

支
出
見
通
し
で
は
、
会
員
へ
の
支
払
い
は

全
体
の
37
％
で
昨
年
よ
り
増
加
さ
せ
て
い

る
。
家
賃
は
若
干
の
減
少
、
あ
と
は
人
件
費

を
ど
の
よ
う
に
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
か
で
あ
る

が
、
何
と
か
組
織
体
と
し
て
黒
字
を
確
保
し

た
い
。

７
．
会
員
数
の
拡
大
に
つ
い
て

　

会
員
の
数
を
増
や
す
こ
と
だ
け
追
い
求
め

る
の
で
な
く
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
参
加
し
て

良
か
っ
た
と
実
感
し
て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ま

の
口
コ
ミ
に
よ
っ
て
、
質
を
伴
い
な
が
ら
会

員
数
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
い

る
。

　

関
西
Ｄ
Ｆ
会
を
今
期
中
に
立
ち
上
げ
る
こ

と
を
計
画
し
て
い
る
。
現
在
、
関
西
会
員
が

６
名
い
る
が
、
こ
れ
に
加
え
て
30
名
、
40
名

と
増
や
し
て
い
き
た
い
。

　

関
東
に
お
け
る
素
晴
し
い
Ｄ
Ｆ
の
存
在
を

関
西
に
も
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
今
期
中
に
登
録
会
員
数
１
０
０
０
名
を

達
成
す
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

「讃岐富士 春影」合田隆年氏（美術同好会）

会
員
の
満
足
度
向
上
を
志
向
し
、

会
員
数
増
大
に
よ
る
組
織
の
拡
大
と
強
化
を
め
ざ
す

一
般
社
団
法
人
デ
ィ
レ
ク
ト
フ
ォ
ー
ス
第
23
回
会
員
総
会

第
11
期
上
期
の
会
員
総
会
が
、
３
月
27
日
に
学
士
会
館
に
お
い
て
、
会
員
約
１
５
０
人
出
席
の
下
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
真
瀬
代
表
理

事
が
上
期
の
レ
ビ
ュ
ー
と
下
期
に
向
け
た
計
画
、
各
部
会
、
事
業
部
の
活
動
状
況
を
発
表
し
、
社
会
貢
献
活
動
を
更
に
充
実
さ
せ
会

員
の
満
足
度
を
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
組
織
を
強
く
し
て
い
く
と
の
方
針
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
本
稿
で
は
11
期
の
上
期
レ
ビ
ュ
ー

と
下
期
計
画
を
中
心
に
述
べ
て
い
ま
す
。
各
部
会
お
よ
び
事
業
部
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

図１　新組織（第11期2013／3／1〜）

図２　11期収支見通し（DF＋DFM）

図３　会員の活動状況

会員の満足度向上と
会員数増を訴える

真瀬代表

　

昨
年
区
切
り
を
終
え
た
第
１
次
運
営
企
画

委
員
会
で
は
Ｄ
Ｆ 

Ｖ
ａ
ｌ
ｕ
ｅ
と
し
て
次

の
５
つ
の
項
目
を
確
認
し
ま
し
た
。

①　

社
会
に
役
立
つ
活
動

②　

会
員
相
互
の
交
流 

③　

希
望
す
る
会
員
に
雇
用
機
会
の
提
供 

④　

自
主
運
営
の
原
則
に
基
づ
く
、
事
務

局
の
し
っ
か
り
し
た
サ
ポ
ー
ト

⑤　

活
動
原
資
と
し
て
会
費
に
加
え
、
会

員
自
ら
が
稼
ぐ
対
価
を
充
当

　

こ
れ
を
受
け
て
第
２
次
委
員
会
で
は
、
Ｄ

Ｆ 

Ｖ
ａ
ｌ
ｕ
ｅ
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
Ｄ

Ｆ
の
各
種
活
動
に
積
極
的
に
参
画
し
て
お
ら

れ
る
方
々
を
新
た
な
委
員
に
加
え
て
昨
年
11

月
に
ス
タ
ー
ト
し
、
本
年
９
月
ま
で
の
間
、

毎
月
開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

最
初
に
こ
の
委
員
会
の
目
的
と
位
置
づ
け

を
明
ら
か
に
し
て
お
き
ま
す
。
本
委
員
会
の

目
的
は
「
会
員
の
皆
様
の
満
足
度
を
向
上
す

る
」
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め

の
各
種
施
策
を
提
言
す
る
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
当
委
員
会
は
「
諮
問

委
員
会
」
と
い
う
位
置
付
け
に
あ
り
、「
決

定
機
関
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
会
員
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
適
宜
適
切
に
汲
み
上
げ
て
、
執

行
部
隊
で
あ
る
代
表
理
事
を
は
じ
め
と
し
た

事
務
局
に
提
言
を
行
う
と
い
う
位
置
付
け
で

す
。

　

し
た
が
っ
て
、
今
後
の
委
員
会
運
営
に
あ

た
っ
て
は
、
事
務
局
に
対
し
て
は
も
と
よ
り

本
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
へ
も
積
極
的
な
ご
意

見
や
ご
提
言
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

第
２
次
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
し
て
５
回
の

会
合
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
ず
課
題
と
し
て

講
演
・
交
流
会
の
講
師
選
定
と
会
員
増
強
対

策
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
総
会
で
も
ご
紹
介
し
ま
し
た
と
お
り
本

年
12
月
ま
で
の
講
師
は
決
定
し
ま
し
た
。

　

も
う
一
点
の
会
員
増
強
策
に
つ
い
て
も
議

論
を
進
め
、
２
月
か
ら
「
会
員
増
強
月
間
」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
会
員
増
強
策
と

は
、
単
に

会
員
数
を

増
や
す
こ

と
で
は
な

く
Ｄ
Ｆ
の

活
動
自
体

の
充
実
・

強
化
を
図

り
、
そ
の

プ
レ
ゼ
ン

ス
を
内
外

に
お
い
て

高
め
る
と

と
も
に
、
会
員
の
満
足
度
を
上
げ
る
こ
と
を

通
じ
て
こ
そ
「
会
員
増
強
」
が
実
現
で
き
る

と
の
考
え
方
に
立
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

活
動
の
全
体
フ
レ
ー
ム
を
図
の
と
お
り
設
計

し
た
上
で
、
今
後
、
個
々
の
課
題
に
つ
い
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
「
会
員
の
満
足
度
の
向
上
」
を
実
現
す
る

に
あ
た
っ
て
、
本
委
員
会
で
討
議
す
べ
き
課

題
等
に
つ
い
て
会
員
の
皆
様
か
ら
の
ご
提
言

を
期
待
し
ま
す
。　

DF DFM

会員約150名の参加を得て
賑々しく開催された会員総会

第２次委員会開催の成果

　
第
２
次
Ｄ
Ｆ
運
営
企
画
委
員
会
の
活
動
状
況
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■ 

10
月
講
演
・
交
流
会

「
は
や
ぶ
さ
開
発
秘
話
」

■ 

11
月
講
演
・
交
流
会

「
旗
に
ま
つ
わ
る
ト
リ
ビ
ア
―

　
　
　
　
お
と
な
の
た
め
の
旗
の
話
」　

■ 

12
月
講
演
・
交
流
会

「
長
寿
社
会
を
生
き
る
」

■ 

１
月
講
演
・
交
流
会

「
２
０
１
３
年　
世
界
の
潮
流
と

日
本
経
済
」

講
演
・
交
流
会
レ
ポ
ー
ト

●
詳
し
い
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
●

　　 越川頼知氏
　　　ＤＦ会員
日本旗章学協会事務局長

菅野雅明氏
ＪＰモルガン証券株式会社

チーフエコノミスト

安部隆士氏
宇宙航空研究開発機構教授
大学研究機関連携室室長

秋山弘子氏
東京大学高齢社会

総合研究機構特任教授

■ 

２
月
講
演
・
交
流
会

「
む
ら
社
会
か
、国
際
か 

こ
れ
か
ら
の

ニ
ッ
ポ
ン
は
？
―
偏
見
に
満
ち
た
ア
メ

リ
カ
人
の
日
本
論
」

■ 

３
月
講
演
・
交
流
会

「
外
務
省
を
辞
し
て
、ス
ー
ダ
ン
Ｎ
Ｇ
Ｏ

活
動
―
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
大
和
魂
」

川原尚行氏
NPO 法人

ロシナンテス理事長

デイヴィド・シャピロ氏
DF会員

流通経済大学教授

赤
木　

勝
正　

東
京
三
菱
銀
行

岩
橋　

良
雄　

新
日
本
製
鉄

神
永　

剛　
　

日
産
化
学
工
業

小
谷　

雅
博　

日
産
自
動
車

根
来　

正
人　

日
本
製
鋼
所

福
元　

哲
朗　

住
友
商
事

平
林　

雄
三　

日
本
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム

五
十
木　

正　

日
本
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム

嵯
峨
野　

彰　

安
田
信
託

平
澤　

光
郎　

資
生
堂

林　

義
光　
　

日
本
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム

高
橋　

正
明　

呉
羽
化
学

小
林　

博
重　

安
田
信
託
銀
行

富
永　

恵
一　

住
友
銀
行

市
嶋　

慎
二　

日
本
興
業
銀
行

佐
賀　

治
夫　

日
本
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム

谷
口　

擴
朗　

住
友
銀
行

松
倉　

哲　
　

富
士
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

岩
松　

廣
行　

三
井
物
産

宮
下　

博
文　

信
越
化
学
工
業

松
井　

弘
志　

伊
藤
忠
商
事

山
田　

晃
司　

新
日
本
製
鐵

木
村　

清
隆　

日
産
自
動
車

飯
島　

健　
　

阪
急
電
鉄

橋
本　

孝
久　

日
本
興
業
銀
行

鷲
山　

幾
男　

日
本
電
信
電
話
公
社

菅
村　

登　
　

蝶
理

石
河　

正
樹　

安
田
火
災
海
上
保
険

遠
藤　

昭
夫　

近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト

蔵
多　

得
三
郎　

日
本
放
送
協
会

新入会員紹介
入会者についての詳細はホームページ
を参照してください。

囲
碁
同
好
会

ゴ
ル
フ
同
好
会

蕎
麦
打
ち
・
コ
ー
ラ
ス
同
好
会

美
術
同
好
会

麻
雀
同
好
会

　

平
成
24
年
７
月
１
日
、
Ｄ
Ｆ
囲
碁
大
会

を
開
催
。
20
名
の
実
力
棋
士
が
参
加
。
ブ

ロ
ッ
ク
別
の
優
勝
者
は
藤
井
３
段
と
本
田

徹
初
段
の
お
二
人
で
し
た
。

　

第
17
回
Ｄ
Ｆ
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
は
平
成

24
年
11
月
21
日
習
志
野
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ　

Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
コ
ー
ス
で
開
催
。
梅
里
さ

ん
が
優
勝
、
長
谷
さ
ん
が
ベ
ス
グ
ロ
。

【
成
績
】

優
勝　

梅
里
泰
正　

44
・
46
＝
90　

Ｈ
Ｄ

16
・
８　

Ｎ
Ｅ
Ｔ
73
・
２

２
位　

長
谷
礼
三　

43
・
44
＝
87　

Ｈ
Ｄ

10
・
２　

Ｎ
Ｅ
Ｔ
76
・
２

３
位　

伯
田
頼
彦　

48
・
44
＝
92　

Ｈ
Ｄ

15
・
６　

Ｎ
Ｅ
Ｔ
76
・
４

　

平
成
24
年
12
月
26
日
、
千
代
田
区
高
齢

者
セ
ン
タ
ー
で
恒
例
の
「
年
越
し
そ
ば
試

食
会
＆
音
楽
会｣

を
開
催
。
多
く
の
お
年

寄
り
に
そ
ば
と
音
楽
を
楽
し
ん
で
も
ら
っ

た
。

　

平
成
24
年
10
月
29
日
〜
11
月
４
日
、
第

５
回
彩
遊
会
作
品
展
を
京
橋
の
「
ギ
ャ
ラ

リ
ー
く
ぼ
た
」
で
開
催
。
21
会
員
よ
り
45

点
が
出
展
さ
れ
、
１
週
間
の
来
場
者
数
は

こ
れ
ま
で
最
高
の
７
０
３
名
に
。

　

平
成
24
年
12
月
７
日
、
Ｄ
Ｆ
麻
雀
大
会

を
開
催
。
24
名
の
雀
士
が
参
加
。
見
事
優

勝
の
栄
冠
を
勝
ち
取
っ
た
の
は
中
山
芳
博

さ
ん
。
な
お
、
年
間
優
勝
は
加
藤
誠
一
郎

さ
ん
。

勢ぞろいした実力棋士の面々

DFプロゴルファーの集まり

大会優勝者の中山さん（左）と
年間優勝者の加藤さん

河
井　

興
正　

日
本
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム

小
林　

弘
幸　

み
ず
ほ
信
託
銀
行

大
木　

進　
　

東
京
三
菱
銀
行

大
段　

和
廣　

富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス

米
田　

敬
智　

日
本
興
業
銀
行

吉
川　

文
康　

電
通

海
老
原　

正
徳　

日
本
勧
業
銀
行

赤
司　

一
郎　

安
宅
産
業
、

富
沢　

進　
　

丸
紅

小
泉　

滋　
　

三
菱
商
事

佐
谷　

信　
　

新
日
本
石
油

東
松　

文
雄　

東
京
地
地
方
裁
判
所

高
橋　

幹
雄　

日
本
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム

米
倉　

有
三　

第
一
相
互
銀
行

　

Ｄ
Ｆ
で
は
、
会
員
の
豊
富
な
経
験
や
知
見

を
生
か
し
た
理
科
実
験
教
室
や
大
学
の
講
義

や
企
業
で
の
講
演
な
ど
の
活
動
を
し
て
き
た

が
、
こ
の
度
、
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生

を
対
象
に
し
て
学
校
に
出
か
け
て
い
っ
て
授

業
を
す
る｢

授
業
支
援
の
会｣
が
本
格
的
に

活
動
を
開
始
し
た
。

　

そ
の
第
１
回
の
「
出
前
授
業｣

が
平
成
24

年
11
月
２
日
、
千
葉
県
立
匝
瑳
高
校
で
開
催

さ
れ
た
。
匝
瑳
高
校
は
千
葉
県
教
育
委
員
会

が
推
進
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
事
業
実
践
校

と
し
て
選
ば
れ
た
県
立
９
校
の
う
ち
の
一

校
。

　

全
校
生
徒
約
９
６
０
人
、
教
員
約
50
名
を

前
に
し
て「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成｣

を
テ
ー

マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
行

わ
れ
た
。

　

基
調
講
演
を
向
坂
さ
ん
が
行
い
、
パ
ネ
リ

ス
ト
と
し
て
鶴
岡
さ
ん
、
田
部
さ
ん
、
藤
村

さ
ん
に
加
え
て
生
徒
代
表
２
名
も
参
加
。

　

約
40
分
の
パ
ネ
ラ
ー
の
議
論
の
後
、
約
50

分
間
、会
場
の
生
徒
か
ら
の
質
問
を
受
け
た
。

活
発
に
質
問
が
続
き
、
途
中
で
打
ち
切
る
ほ

ど
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
の
生
徒
、
教
員
か
ら
の
反
応
も
好

評
で
、
日
ご
ろ
Ｄ
Ｆ
会
員
の
よ
う
な
経
験
を

し
た
人
と
接
す
る
機
会
が
な
く
、
大
変
貴
重

な
経
験
だ
っ
た
と
の
評
価
が
多
か
っ
た
。

　

総
体
的
に
見
て
、
今
回
の｢

出
前
授
業｣

は
大
成
功
だ
っ
た
と
い
え
る
。
今
後
も｢

働

く
こ
と
の
大
切
さ｣

｢
国
際
社
会
へ
の
対
応
」

「
理
科
・
科
学
へ
の
関
心｣
「
環
境
問
題
へ
の

対
応
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、「
出
前
授
業｣

を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
き
た
い
。

　

会
員
の
方
で
、
こ
の｢

出
前
授
業｣
に
関

心
の
あ
る
方
は
、
事
務
局
へ
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

■ 

再
就
職
者
懇
談
会

　

２
月
４
日（
月
）
午
後
３
時
〜
５
時
、
Ｄ

Ｆ
大
会
議
室
に
て
Ｄ
Ｆ
を
通
じ
て
再
就
職
さ

れ
た
方
々
７
名
と
事
務
局
員
４
名
と
の
懇
談

会
を
開
催
し
た
。

　

真
瀬
代
表
の
挨
拶
に
続
き
、
ご
参
加
者
の

方
々
よ
り
再
就
職
で
の
仕
事
の
内
容
と
そ
れ

に
伴
う
苦
労
話
な
ど
を
ご
説
明
い
た
だ
き
情

報
共
有
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
再
就
職
活
動
の
活
性
化
に
関
し
て
、

Ｄ
Ｆ
は
優
秀
な
人
材
の
宝
庫
で
あ
る
こ
と
を

も
っ
と
分
か
り
や
す
く
ア
ピ
ー
ル
し
た
ら
ど

う
か
、
な
ど
の
採
用
企
業
の
視
点
か
ら
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。

　

懇
談
会
に
引
き
続
き
夕
刻
か
ら
、
よ
り
打

ち
解
け
た
雰
囲
気
で
懇
親
会
を
実
施
し
、
参

加
者
相
互
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

新
入
会
員
情
報
連
絡
会・懇
談
会

〜
新
入
会
員
の
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
〜

　

新
入
会
員
が
Ｄ
Ｆ
で
活
躍
す
る
場
を
少
し

で
も
早
く
見
付
け
、
Ｄ
Ｆ
の
良
さ
を
実
感
し

て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
グ
ル
ー
プ

に
分
け
た
新
会
員
情
報
連
絡
会
・
懇
談
会

を
昨
年
10
月
か
ら
始
め
た
。
24
年
１
月
か

ら
12
月
ま
で
に
入
会

さ
れ
た
方
を
対
象
と

し
て
こ
れ
ま
で
３
回

開
催
。
ま
だ
現
役
の

た
め
都
合
が
つ
か
な

い
方
が
多
く
、
参
加

数
は
表
の
通
り
予
定

し
た
ほ
ど
で
は
な
い

が
、
出
席
者
か
ら
は

Ｄ
Ｆ
の
活
動
が
良
く

理
解
で
き
た
と
の
声

が
あ
っ
た
。

８名の有志で
110名分の
そばを打ち上げる

コーラス部
Sing Joyの
美声に聞き入る
お年寄りたち

会場には多数の鑑賞者が来場

教
育
部
会
・
授
業
支
援
の
会　

「
出
前
授
業
」
を
千
葉
県
立
匝そ

う
さ瑳

高
校
で
実
施

　

事
務
局
か
ら
は
、
い
ま
取
り
組
ん
で
い
る

事
業
活
動
と
部
会
活
動
を
説
明
し
、
関
心
を

持
っ
た
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
、
同
好
会
の

い
ず
れ
か
に
加
入
す
る
こ
と
を
薦
め
て
い

る
。

　

昨
年
１
年
間
で
入
会
さ
れ
た
方
は
69
名
だ

が
、
本
年
２
月
現
在
で
何
ら
か
の
活
動
に
参

加
さ
れ
た
人
数
は
15
名
で
あ
る
。
比
較
的
関

心
が
高
い
活
動
は
、
企
業
支
援
活
動
、
理
科

実
験
な
ど
教
育
部
会
活
動
と
な
っ
て
い
る
。

組
織
を
強
く
す
る
た
め
に
は
新
会
員
へ
の
働

き
か
け
が
重
要
と
受
け
止
め
、
今
後
も
時
期

を
考
慮
し
な
が
ら
継
続
実
施
し
て
い
く
。

第１回
第２回
第３回

24年10月１日
24年10月15日
25年１月21日

10名
実施日 出席人数

12名
９名

講
演
・
交
流
会
の
今
後
の
予
定

■
４
月
講
演
・
交
流
会　

25
日（
木
）

「
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
」（
仮
題
）

田
近　

栄
治
氏

一
橋
大
学
教
授

■
５
月
講
演
・
交
流
会　

27
日（
月
）

「
若
者
の
教
育
や
雇
用
に
つ
い
て
」（
仮
題
）

玄
田　

有
史
氏

東
京
大
学
教
授
、
希
望
学
の
第
一
人
者

■
６
月
講
演
・
交
流
会　

12
日（
水
）

「
未
定
」

中
田　

康
雄
氏

カ
ル
ビ
ー
株
式
会
社
元
社
長

■
７
月
講
演
・
交
流
会　

29
日（
月
）

「
東
京
国
立
博
物
館
と
書
の
魅
力
」（
仮
題
）

島
谷　

弘
幸
氏

東
京
国
立
博
物
館
副
館
長

■
９
月
講
演
・
交
流
会　

17
日（
火
）

「
ア
ミ
ノ
酸
の
話
」
or
「
味
の
素
グ
ル
ー

プ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
」（
仮
題
）

山
口　

範
雄
氏

味
の
素
㈱
代
表
取
締
役
会
長

■
10
月
講
演
・
交
流
会　

総
会　

15
日（
火
）

「
未
定
」

岩
田　

公
雄
氏

讀
賣
テ
レ
ビ
放
送
報
道
局
特
別
解
説
委
員

■
11
月
講
演
・
交
流
会　

19
日（
火
）

「
未
定
」

橋
本　

大
也
氏

Ｉ
Ｔ
起
業
家
、
デ
ー
タ
セ
ク
シ
ョ
ン
㈱
取
締

役
会
長
、
デ
ジ
タ
ル
ハ
リ
ウ
ッ
ド
大
学
准
教

授
、
多
摩
大
学
大
学
院
客
員
教
授

■
12
月
講
演
・
交
流
会　

18
日（
水
）

「
未
定
」

田
中　

伸
男
氏

国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
前
事
務
局
長
、
財
団

法
人
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
特
別
顧

問

活発な質疑が展開された
第１回｢出前授業｣の会場


